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・本日夕～　レストラン誘導が再開となります。
　台車（早出し）→船田　泰子様、中居　松男様、續石　啓介様、山崎　勝美様、
　　　　　　　　　金山　辰巳様、橋本　喜久子様、川原　サエ子様、田村　真紀子様、
　　　　　　　　　成田　賀枝様
・薬局より今後インフルエンザワクチンは在庫を置かない事となるとの情報提供あり。インフルエンザワクチンは当院で接種出来なくなりますので周知お願い致します。

・危険物類の管理についてカンファレンス内で検討を行い、夜間の貸し出しは行わず、起床後の整容と入浴時のみに貸し出し、かつスタッフの見守りが行える状況でのみ対応する事としました。統一した対応の周知をお願い致します。

＜西病棟入院・入室状況＞
【転出】
・畑山　昭夫様：西病棟Bユニット29号室→北病棟306号室
【転入】
・谷地　寿梨様：東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット24号室

＜患者様連絡事項＞
・豊川　健二様～14:00自宅退院となりました。
・田端　栄作様～御家族に渡す保険の書類あり、2/17(金)に御家族来院時に渡して下さい。
＜要注目患者様ケース検討＞
・黒澤 まゆみ様～昨日は身体が重い感じがあり、落ち着かなさの訴えも聞かれ、不穏時薬を2回内服している。深夜帯では不眠時薬を希望され、内服後から朝まで休む事出来ている。日勤帯は「身体重い感じはあるけど、最初に来た時よりはいいかも」と倦怠感に関して上記発言あり。対面時の表情は冴えないが、不安感の訴えは無く、落ち着いている。精神状態の観察をしていきましょう。
・川井 金市郎様～先週の土曜日より退院に関しての訴えが聞かれ、拒食・拒薬見られていました。本日は促しにてやや不機嫌さ見られながらも朝食各食全量摂取、朝食後薬は依然として拒否しています。診察後は主治医の各種提案に了承された形であり、2/13、2/14と拒否していたアルコール依存症治療プログラムも実施出来ており、昼食後薬も促しにて拒否無く内服されている。引き続き精神症状の変化に注意して観察・対応を行っていきましょう。
・泉山　紀子様～昨日準夜帯にT字剃刀を借りに来られ、スタッフの目を盗んで洗面所で左顎周辺を傷付ける自傷行為あり、当直医小柳Ｄｒ.へコールし状態報告、来棟され診察行っている。診察時より徐々に情動不安定さは落ち着き、自傷行為に至った経緯について本人振り返っている。診察時の様子から小栁Dr.からは経過観察とし以後同様の行為あった際は東病棟への移動も検討する事を本人へ説明し了承されている。日勤帯はホールにて他者交流しているが気分高揚さ無く、易怒的言動無し。来詰多く、昨晩の自傷行為を振り返る様子見られる。対面時表情冴えないが危険行為無く経過。引き続き精神症状の変化に注意して観察・対応を行っていきましょう。・佐々木　康子様～時間外に菓子を摂取していたと他患者様より情報提供があった。引き続き状態を観察して、時間外の嗜好品摂取や他室侵入等の逸脱・迷惑行為があった際には担当スタッフへ情報提供をしましょう。
・鈴木　知子様～昨日特定女性患者様との交流中に他患者様に対する不満を聞かされ、苛々感があり、不安時薬を内服した経緯があった。本日も同様に特定女性患者様への不満を訴えに来詰されているが、訴え傾聴・距離を置きながら気分不快を悪化させないよう助言し、了解されている。引き続き精神症状の変化に注意して観察・対応を行っていきましょう。

・加藤　進様～夜間3時頃より覚醒し、ホールのソファや椅子を持ち上げては端に寄せ移動させるなど奇異な行動繰り返す様子見られている。又、スタッフの声掛けにも「大丈夫。これで。」と話され、以降も同行為続ける様子があり、説明に対しても理解不良さが見られていたとの事。引き続き精神症状の変化に注意して観察・対応を行っていきましょう。
・中居　松男様～気分の高揚さが若干見られており、夜間浅眠で経過。日勤帯は対面時の表情冴えないものの、不調訴えは無い。覚醒は良好でホールや自室を行き来している。引き続き精神症状の変化に注意して観察・対応を行っていきましょう。
＜村上Dr.患者様診察情報＞

・川井　金市郎様～スタッフを替えながら説明にて診察室に来られている。まず、主治医より湿布薬の処方について確認し、右下肢の手術痕のある部分（右膝・右大転子部付近）に貼付したいとの希望で処方する事で了承している（後に本人へ確認したところ、ハップスターではなく、薄いテープタイプのものを希望との事でケトプロフェンテープが処方となっている）。肥料等を既に購入予定としている為、どうしても早期に退院をしたいとの事。アルコール依存症治療プログラムもここ2日拒否あり、実施出来ていなかったが、本人と相談にて再度スケジュールを調整して23日にはプログラムを終わらせる事とし、問題無く終了出来れば24日退院として許可を出す事、先週土曜日より見られていた拒薬・拒食もしない事を前提に過ごして頂きたい事を主治医より提案。上記主治医の提案に本人了承されている。臨時薬の処方は内科内服薬のみとし、今後のフォローは内科通院先の南部病院で行う事を主治医より提案し、本人了承している。本日の夕食後薬はレバミピド、カロナール、就寝前のマイスリーのみ。明日からの臨時処方はホリゾン・アリナミン・フェキソフェナジンは中止、マイスリーは10mg→5mgへ減量し、臨時薬から不眠時の頓服薬へと変更、カロナール・レバミピドは同内容で7日分処方。南部病院からの3種の内科薬は内服継続。アルコールに関しては2-3ヶ月に1回、当院を家族と受診して頂く事を提案し、本人了承。又、南部町の保健師の定期的来訪についても了承。24日退院の方向で御家族にも連絡して動いて頂くようにとの指示。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・川原　サエ子様～診察に入ってすぐに息苦しさ・動悸を訴え、頓服薬の処方を希望されている。主治医から効かない薬でも内服したいのか？と問われると飲みたいと返答されている。本人の返答を聞いて、主治医より薬を飲む事が儀式的なものになってしまい、飲まないと落ち着かないようになってしまう可能性が高い為、処方は出来ない事、心の拠り所を探すようにと説明・助言が行われている。臨時薬は同内容で7日分処方。又、便秘時のピコスルファートNa内用液1本処方となっている。
・飯岡　未来様～診察室に入室して早々持参のカレンダーとメモ紙を見せながら、「今月いっぱいで退院させて下さい。」と話す。又、「医療法人セイギ会の理事長なんです。」と話し始め、様々な薬剤の名前を挙げながら、自身の見解を述べている。臨時薬は同内容で7日分処方。
・鳴瀬　裕之様～主治医より調子について問われると「まあまあいいです。」と返答している。一方でテレパシーについて問われた際には「先生もテレパシーを持ってるって言ってます。」と話し、「テレパシーに興味ありますか？」と主治医に尋ねる様子が見られている。定期薬処方変更無し。
・柳町　信之様～調子を問われると「調子はいいです。」と話し、困っている事は無いかと問われた際にも「困ってる事も別に…。」と返答している。主治医よりなるべく歩くように助言を受け、了承している。臨時薬は同内容で7日分処方。
・沼田　ゆき子様～調子について問われると「頭がボーボーして、身体の調子が悪くて横になってる事があった。」と話す。本人曰く、上記調子の悪い日はたまにあるとの事。臨時薬は同内容で7日分処方。
・本田　未来様～主治医に2/12～2/14に実施した外泊について問われ、「あまり良くなかったです。」と返答。1日目、2日目は調子を崩す事無く過ごせていた模様だが、3日目は朝から調子を崩しており、父様が会社を早退して送迎をしてくれたと話されている。調子を崩した原因として外泊に出立された後に買い物に行って服を購入したが、帰宅後に買ってきた服に着替えた事がきっかけだったような気がすると話す。外泊により、リフレッシュ出来た感じはあるが、自宅だと落ち着かずに泣き叫んでしまった事があり、院内で落ち着いて生活出来ていた事もあって本人的にはショックだったとの事。上記の出来事もあり、GH等施設への退院という考えが強まったと話す。主治医より母様に都合の良い日を確認して面談を調整するように指示あり（外泊時の状況を聞いたり、今後の方針を話し合う）。臨時薬は就床前のデエビゴ錠5㎎は中止、エビリファイ3㎎　2T　1×夕食後からエビリファイ12mg　1×朝食後へ増量・変更、他同内容で7日分処方。
・中村　聡様～診察室に入室して早々に「家族への電話は繋がりませんでした。」と報告している。その後、「前々回の診察で今年中に退院出来るようにお願いしたんですが。」と話し始めるが、主治医はそのような事は話していない事を説明している。会話の前提条件が噛み合わないままに一方的に会話を始める状態。本人の言い分を主治医が一通り聞いた後に診察終了している。臨時薬は同内容で7日分処方。
・佐々木　章洋様～特定女性患者様に好感を持たれ、頻回に話し掛けられたり、距離の近さがあり、苦痛であると主治医に話している。本人曰く、叔父以上にやりづらい相手だと語っている。体重に関して問われると、「92kgの壁があります…。」と話し、何かやっている事はと問われ、「柔軟はやってます。でもあまり体重は落ちません。」と返答している。外出泊について主治医に確認しており、院内での感染状況も治まってきた為、まずは母様へ連絡を取ってみるようにと促され、了承している。臨時薬は同内容で7日分処方。
